















































































































　　　　O　10　20　　　　 　 　　　　 　　　　　　　　Mill　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　Fig．　1．　V　iseosity　change　of　myosin－B　of　human
bladder　musele　aMieted　by　various　urologic41　dis－
eases．
　Abscissa：　Time　lapse　after　addition　of　ATP
　Ordinate：　Relative　viscosity
T
　　　　　O　5　10’　15　20　niin・
　Fig．　Z．　lnfiuenee　of　ion　（Ca”，　Mg“”）　on　the
viseosity　change　of　myosin－B　extraeted　from
bladder　muscle　of　“HUMAN”．
　Abscissa　：　Time　lapse　after　addition　of　ATP
　Ordinate：　Relative　viseosity
　　　　　　：　Myosin－B　5　cc
　　　　　　：　Myosin－B　4．5　ec十〇．I　M　CaCIL7　O・5　ee
　　　　　　：　Myosin－B　4．5　ec十〇．1M　MgC12　O．5　cc
加えたためか，recovery　phaseは40分後においてなお不
明瞭である。
　なお，第5例において，ATP量2倍の時splitting　time
も約2倍を示す。Fig．1に追加描記した。
　　　　　　　　　総括並びに考按
　回報1）の動物実験において，既に膀胱筋のAM粘度変化
の態度が骨面筋におけるそれとほぼ同一性格を有すること
を見たのであるが，今回の実験は，“ひと”を対象とした実
験であり，実験成績が示すように，ここに動物におけると
同様，高畠筋AMとの粘度変化の態度の一致を確認した訳
である。ただ，骨賂筋AMにおける場合よりも，著明に異
なる点は，初期粘度が同一条件のもとに非常に低いこと，
従って下降の幅が少ないことである。これは蛋白含量の多
少に関係すると恩われるのであるが，本実験は先の動物実
験1）に比し，実験方法の粗雑さを蔽い難く，これを以て結
論を云々することは出来ない。ただ，ここにおいていい得
ることは膀胱筋AMの粘度変化は骨酪筋AMと同一性格
をもち，貝柱筋において横山が提示した5）ような不規則型
は認められないということである。
　塩類の粘度に対する影響は，曲線が示すよう　Vi　Ca”，
Mg什の影響は骨酪筋のそれと同様であり，　Csap6の実験
3）　Csap6，　A．：　Acta　Physiol．　Scand．　19，　100（1949）．
4）　Mommaerts，　W．　E　H．　M．　：　J．　Gen．　Physiol．　31，　364
　（1948）．
5）横山：札幌医誌2，263（1952）．；5，162，279（1954）．
7巻5号 鳥元一Actomyosin溶液の粘度IV 200
に一致する。またsplitting　timeの問題に関してはATP
量の多寡により，Fig．1の⑤が示すように規則的に変動す
る。これもAM－ATP系の性格を示す一例であろう。
　ここで抽出方法について検討して見よう。膀胱筋層は骨
幣筋に比べ，非常に硬く，磨砕も非常に長時間を要した。
これ等の操作は常に低温において行い，比較的同一条件と
なすようにおのおのの場合の磨砕の時間を加減した。かか
る操作による磨砕では，Csap6が子宮筋について行った場
合の凍結磨砕に比し，蛋白濃度の寡少，したがって初期粘
度の低位も当然であろう。従ってCsap6の成績と著者の
成績を直接比較することは不当であり，子宮筋AMと膀胱
筋AMの含量についてはかかる実験成績よりその多寡につ’
き云々することは出来ない。
　攻は，各種疾患における該蛋白の粘度変化であるが，正
常なA）groopのAMにおいて定型的であり，B＞，　C＞groop
のAMの如く浸潤度増加によって吹第に非定型的となる。
つまり，浸潤度高いものでは　i）初期粘度が低いこと　ii）
ATP－dropの深さが小なること　iii）従って三要素が非定
型的であること。これ等は勿論，循環的現象であろうが，
AM系の多少ということと浸潤度というものが関連づけら
れれば，癌浸潤度をかかる粘度により曲線的に或は数字的
に表現し得るのではないかとも思われる。しかしAMの定
量に関しては，第1報2）で著者が既にふれたように，かか
る粘度による方法は2～3の点において批判されている。
即ち条件を出来得る限り同一・V＝規定したとしても，たとえ
ば既に第1報2）で提示したhysteresis現象の介在のよう
な，何らかの阻止条件のために，粘度的立場からAMを定
量することは現在の段階では困難であり，癌浸潤度の数字
的表現もかかる実験によっては殆ど不可能に近いと考えら
れる。従ってただ傾向の把握に止るだけであり，先の
Csap6の子宮筋のda七aと直接比較するtとはかかる見地
からも不当と思われる。
結 論・
　手術的に“ひと”の膀胱筋を分離してその未洗灘AM液
をつくり，粘度測定によりATP添加前後を観察した。
　1）膀胱筋myosin－Bは骨面筋myosin－Bとほぼ同様の
粘度変化の態度を示し，定型的な三相を有する曲線を正常
膀胱において認めた。
　2）該myosin－Bに対する塩類〔Caa＋，　Mg”）の影響も骨
骸筋myosin－Bと同様で，　Cゴはmyosin－ATPase－acti－
vityを促進し，　Mgeは抑制する。
　3）各種尿路疾患において，粘度値の比較を行い，正常
なるものほど定型的U字型を示し，癌浸潤度強きものほど
あらゆる点においてその性格は不明瞭となる。
　以上J“ひと”を対象とし，膀胱筋myosin－Bについて，
動物実験の成績に追加した。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30．4．30受付）
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Summary
　　The　viscosity　of　raw　actomyosin　extracted　from　human　bladder　muscle　after　addition
of　ATP，　was　observed　and　the　resulting　curves　showed　the　typical　three　phases　as　pre－
viously　observed　in　animal　experiments．
　　The　influence　of　ion　on　this　myosin－B　also　coincides　with　tha’t　from　skeletal　muscle：
myosin－ATPase　activity　was　accelerated　by　Cai’F　but　restrained　by　Mg”．
　　In　comparison　the　viscosity　change　of　myosin－B　extracted　from　urological　diseased
bladder　was　observed．　While　myosin－B　extracted　from　normal　bladder　produced　the　ty－
pical　U－shaped　curve，　myosin7B　from　highly　infiltrated　bladder　by　cancer　etc．　showed
various　irregularities　at　various　points．
　　The　above　is　a　follow－up　research　of　previous　animal　experiments．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　April　30，　1955）
